
ベガルタ七夕の短冊に選手応援メッセージ

「アイリス祭」に選手と一緒に参加しました

　ベガルタ仙台レディース後援会は6月26日の浦和レッズレ
ディース戦（ユアスタ）と7月24日の岡山湯郷ベル戦（仙台市陸）
の試合前、ご来場の皆さまに呼び掛けて、選手・スタッフへの
メッセージや願い事などを短冊に書いていただきました。
　毎年恒例となっているベガルタ仙台市民後援会との共同
企画。ご家族連れや子どもたちのグループが足を止め、用意した

7 . 5ｃｍ四方の
黄色と青の折り
紙に「ベガルタ
レディース優勝
!!」「いつでもど
こでも応援して
います」「けがを
しないように気
を付けて」などと、思い思いの一言を書き込んでいました。中に
は「○○ちゃんがんばれ～」と選手個人の名前を挙げたもの
や、小さな女の子の「サッカー選手になれますように」というか
わいらしい願い事も。
 2日間で集まった短冊は合わせて113枚。これを、レディースと
トップチームの選手・スタッフが書いた短冊とともに吹き流しに
貼り付けた「ベガルタ七夕」5本は、あす8日まで開かれている仙
台七夕まつりで、仙台市青葉区のクリスロード商店街に飾られて
います。また、13日に行われるJ1リーグの柏戦でも、ユアスタの
コンコースにお目見えする予定です。

 アイリス祭は毎年開催されています。今回行けなかった方、まだ
行ったことのない方は、ぜひ来年訪れてみてください。

▲ベガルタグッズが当たるガラポン抽選会は大人気
　=5月22日・アイリスオーヤマ角田工場

　ベガルタ仙台レディース後援会は5月22日、角田市のアイリス
オーヤマ角田工場で開かれた「アイリス祭2016」に、レディースの
選手たちとともに参加しました。
 日差しがじりじりと照りつける中、会場内は朝早くから、お子さん
連れのご家族をはじめ大勢のお客さまでいっぱい。後援会がお手
伝いした「ベガルタ仙台ブース」に顔を見せたのは、DF千葉梢恵、
DF髙良亮子、MF中野真奈美の3選手です。1回100円でベガルタ
グッズが当たるガラポン抽選会が行われ、ハズレくじなしというこ
ともあって、列の途切れることがないほど盛況でした。
 選手たちはサインをしたりお話をしたりして、ファン、サポーター
の皆さんやお客さまとのふれあいを深めていました。また、ステー
ジで行われたトークショーやオークションにも登場。3人が居る所は
常に笑いが絶えませんでした。

▲選手・チームへのメッセージや願い事をつづるサポーターの皆さん
　=6月26日・ユアスタ

▲熱い思いの詰まった短冊が、2日間でこんなに集まりました
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後援会員更新手続きのお願い

レディース後援会のホームページ http ://vega l ta - lad ies .com/　

　リーグ通算100試合出場の
　北原選手に花束
　DF北原佳奈選手が、リーグ戦第10節の岡山湯郷ベル戦（5月21日・あいづ）
で、リーグ通算100試合出場を達成。これを記念して、カップ戦第1節のAC長
野パルセイロ・レディース戦（6月4日・ひとめS）の試合前に花束贈呈のセレモ
ニーが行われ、ベガルタ仙台レディース後援会の齋藤昭子理事がプレゼン
ターを務めました。
　なでしこジャパンの一員として昨年の女子W杯カナダ大会にも出場した北
原選手は身長173cmの大型センターバック。アルビレックス新潟レディースか
ら今季加入すると、開幕戦からベガルタの最終ラインを統率しています。試合
を重ねるごとに連係も熟成。守備の要の今後さらなる活躍に期待しましょう。頑
張れ、北原選手 !

　2016年度の更新がまだお済みでない会員の皆さまは、お手続きのうえ、引き続きご支援くださいま
すよう、よろしくお願いします。ホームゲームの際に、後援会ブースで手続きできます。ブースは試合開始
15分前まで開設しておりますので、お立ち寄りください。更新された皆さまに、本年度バージョンの「後
援会オリジナル記念バッジ」=写真=をお渡ししています。

後援会ブーススタッフ紹介 柘植 典子さん
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100試合出場を達成した北原選手と、花束のプレゼンターを
務めた齋藤理事=6月4日・ひとめS

 ベガルタ仙台のトップチームを見守り続けて20年近くに
なる柘植典子さん。レディースにも声援を送るようになっ
たのは、チームが結成された2012年のホーム開幕戦をユ
アスタに見に行ったのが始まりでした。「わが子のような選
手たちの、ひたむきさに心を動かされて」次第に力が入っ
ていったそうです。いま一番応援しているのは中野真奈美
選手。「技術的なこともありますが、ファン感などでお話し
した時、とても凛としてらしたので」
 ブーススタッフとして携わっているのは昨年から。先にご
主人が後援会で熱心に活動していたのがきっかけの一つ

でした。入場口で大きな声を出してVLプレスを配布してい
る姿が素敵です。「ありがとう」「いつも楽しみにしていま
す！」と声を掛けられるのが活動していてうれしい瞬間、と
ニッコリ。
 「心のこもった温かい応援をしていきたいですね」と話す
柘植さん。サポーター仲間からもらった元気で、今日もベ
ガルタ仙台レディース勝利のため、歌うチャントも一段と熱
を帯びます。
（ホームゲームの後援会ブースで活動するボランティアス
タッフの方を随時紹介します）
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